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国
親
・
元
親
二
代
で
急
成
長
し
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業｢

長
宗
我
部｣

。
当

時
大
阪
を
中
心
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
い
た
総
合
商
社
「
豊
臣
」
と
の
競

争
に
敗
れ
、
そ
の
傘
下
に
収
ま
り
ま

し
た
。
高
知
支
店
長
と
な
っ
た
元
親
、

及
び
支
店
長
代
理
の
盛
親
（
息
子
）
は
、

高
知
県
内
で
業
績
を
伸
ば
そ
う
と
し

ま
し
た
が
、
本
社｢

豊
臣｣

か
ら
の

度
重
な
る
業
務
拡
張
命
令
に
よ
っ
て

業
績
が
悪
化
。
加
え
て
カ
リ
ス
マ
支

店
長
の
元
親
が
亡
く
な
る
と
、
代
理

の
盛
親
が
支
店
長
に
抜
擢
さ
れ
ま
す

が
、
今
度
は
本
社｢

豊
臣｣

が
倒
産
。

そ
の
あ
お
り
を
受
け
て
高
知
支
店
も

閉
店
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
一

連
の
危
機
の
な
か
、
懸
命
に
支
店
長

を
支
え
た
の
が
、
副
店
長
久
武
親
直

や
、
中
内
惣
右
衛
門
・
桑
名
弥
次
兵

衛
を
は
じ
め
と
す
る
会
社
草
創
期
か

ら
の
重
役
た
ち
で
し
た
。
ま
た
、
支

店
長
の
親
戚
で
あ
る
香
宗
我
部
親
泰

も
、
香
美
支
部
長
兼
経
営
顧
問
・
相

談
役
と
し
て
支
店
長
を
支
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
支
店
長
親
子

と
の
結
び
付
き
が
強
く
、
経
営
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
関
係
上
、
高
知
支
店

を
事
実
上
吸
収
合
併
し
た
新
経
営
陣

｢

徳
川｣

の
も
と
で
仕
事
を
続
け
る
こ

と
は
困
難
で
し
た
。

　

一
方
、
最
後
の
支
店
長
と
な
っ
た

盛
親
は
、
会
社
再
建
の
た
め
高
知
を

出
て
京
都
に
向
か
い
ま
す
。

大坂夏の陣400年　長宗我部遺臣それぞれの選択　平成27年4月29日～6月21日

遺臣、究極の選択。
長年勤めてきた会社があえなく倒産。

３代目の若社長から「何年先か分からないが、会社を再建したら必ず
連絡するから…また一緒に働こう…」と言われたら…

あなたは、どうしますか？
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関ヶ原合戦前後の長宗我部氏の
状況を現代におきかえるとこん
なふうになるのかもね!?
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１
６
０
０
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
、

西
軍
に
属
し
た
長
宗
我
部
盛
親
は
、
領
国
土
佐

を
失
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
盛
親
と
家
臣
の
状

況
を
現
代
風
に
置
き
換
え
る
と
前
頁
の
よ
う
な

感
じ
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
主
人
が
改
易
と
な
っ
た
の
ち
、
究
極

の
選
択
を
迫
ら
れ
た
家
臣
（
遺
臣
）
た
ち
は
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　貞親の父は長宗我部元親の実弟香宗我部親泰。
盛親とは従兄弟の間柄でした。一門のため、土

佐に残るという選択
肢はなく、先祖伝来
の家宝を携え土佐を
出国。堺での浪人生
活を経て、肥前の寺
沢広高に仕官します。

　　「家譜」によれば亦五郎の父は吉良
親貞（元親の実弟）の次男貞実。香宗我
部氏と同じく一門のため、盛親改易の
　後浪人となり、土佐を出ました。

　盛親の後見人として、元親から絶
大な信頼を得ていた家

か

老
ろう

頭
がしら

親
ちか

直
なお

も、
土佐には残りませんでした｡『土佐
物語』等では、盛親を破滅に導いた
挙げ句、見捨てた悪臣として酷評さ
れますが、実は幕臣に取り立てられ
た蜷
にな

川
がわ

道
どう

標
ひょう

（元親客将）を通じ、長
宗我部家再興のための交渉を行なっ
ていたのです。後に肥後の加藤清正
に1000石で召し抱えられます。

　元親・盛親２代に仕えた重
臣で、特に盛親に重用されま
した。関ヶ原の敗戦で西軍が
総崩れになった時、残兵500
名を統率し、盛親を無事土佐
に帰還させたことはよく知ら
れるところです。盛親改易後
は土佐を出国。京で再

さい

仕
し

活動
をする盛親を支えますが、命
により、他家に
仕官したと伝え
られます。

　元親が遺言によって長宗我部
軍先手（先鋒）の大将に指名したほどの戦

いくさ

上
じょう

手
ず

で、盛親改易後、
藤堂高虎自らが書状
を送って家臣に加え
た名将です。史料に
よればこの時高虎が
用意した禄高は何と
2000石。無論事前に
盛親の承認を得たう
えでの再仕官でした。

香宗我部貞親の場合

吉良亦五郎の場合

中内惣右衛門の場合

桑名弥次兵衛の場合

久武内蔵助親直の場合

土佐を出る

覚（竹心遺書）（三重県蔵）
※桑名弥次兵衛手柄書ともいう

中将姫（六字名号）曼陀羅
（盛親より拝領）

三十三間小星筋兜
（阿波中内家伝来）

鎧櫃
（伝香宗我部親泰所用）

上：三又槍（吉良家伝来）
下：薙刀（吉良家伝来）

ど
の
選
択
肢
を
選
ぶ
？

元
親　
　

盛
４
男

親

親
（
吉
良
）

貞　
　

貞
次
男

実　
　

亦
（
町
）

五
郎

親
（
香
宗
我
部
）泰　

　

貞
次
男

親

一族・一門の
エース

家臣団随一
の実力者

九州の地で
名を残す

他家も欲し
がった名将

主に殉じた忠臣
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以
上
、
長
宗
我
部
氏
遺
臣
全
体
か
ら
み

れ
ば
僅
か
な
事
例
で
す
が
、
選
択
肢
と
し

て
は
、
土
佐
を
出
る
。
土
佐
に
残
る
。
一

時
土
佐
を
出
て
ま
た
土
佐
に
帰
る
、
と
い

う
３
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
出
国
組
の
多
く
は
他
の
大
名

家
に
仕
官
し
て
い
る
者
が
多
い
の
に
比
べ
、

残
留
組
は
武
士
を
捨
て
た
（
一
旦
捨
て
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
）
者
が
多
い
の
も
特
徴

的
で
す
ね
。

　

さ
て
長
宗
我
部
氏
最
後
の
当
主
盛
親
が

京
の
町
屋
に
蟄ち

っ

居き
ょ

し
て
14
年
後
、
歴
史
は

大
坂
の
陣
へ
と
歯
車
を
ま
わ
し
ま
す
。
大

名
返
り
咲
き
を
賭
け
、
大
坂
城
に
入
城
し

た
盛
親
は
、
遺
臣
た
ち
に
自
分
の
元
に
馳

せ
参
じ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
各
地
で
新
し
い
生
活
を
始
め
て
い
た

遺
臣
た
ち
に
は
、
こ
の
14
年
と
い
う
歳
月

は
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。

　

香
宗
我
部
貞
親
は
仕
官
先
を
辞
し
て
江

戸
に
行
き
再
び
浪
人
と
な

り
ま
す
。
吉
良
亦
五

郎
は
盛
親
と
と
も
に

戦
い
ま
す
が
、
敗
北

後
、
町ま

ち

源げ
ん

右え衛
門も

ん

と

改
名
。
細ほ

そ

川か
わ

忠た
だ

興お
き

に

仕
官
し
ま
す
。
久
武

内
蔵
助
の
そ
の
後
は

不
明
で
す
が
、
入
城

し
た
記
録
は
あ
り
ま

せ
ん
。
中
内
惣
右
衛

門
は
直
ち
に
帰き

参さ
ん

。

喜
ん
だ
盛
親
か
ら
兜

と
太
刀
を
与
え
ら
れ

た
と
「
家
譜
」
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
桑
名
弥
次
兵
衛
は
藤

堂
高
虎
へ
の
忠
義
心
か
ら
敢
え
て
入
城

せ
ず
、
あ
く
ま
で
藤
堂
家
の
武
将
と
し

て
大
坂

の
陣
に

出
陣
し

ま
す
。

　

明
神
源
八
は
す
で
に
病
死
し
て
い
た

た
め
、
父
の
遺
志
を
継
い
だ
忠ち

ゅ
う

右え衛
門も

ん

が
土
佐
を
出
て
入
城
。
盛
親
と
と
も
に

戦
い
ま
す
。
濱
・
宮
地
・
柳
瀬
諸
氏
は
、

土
佐
藩
の
地じ

下げ

役
人
ま
た
は
地
下
浪
人

と
し
て
生
き
る
道
を
選
択
し
て
お
り
、

入
城
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

遺
臣
と
し
て
か
つ
て
の
主
人
と
と
も

に
戦
う
選
択
を
し
た
者
と
、
新
し
い
主

人
の
も
と
、
家
名
と
家
族
を
守
る
た
め

に
生
き
る
選
択
を
し
た
者
。
歴
史
は
時

に
残
酷
な
選
択
を
強し

い
る
も
の
で
す
。

　

大
坂
夏
の
陣
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
０
０

年
目
の
今
年
。
そ
ん
な
遺
臣
た
ち
の
そ

の
後
を
見
つ
め
ま
す
。 （
野
本
・
大
黒
）

土佐で生きてゆく 土佐を出て、再び土佐に帰る

肩衣（伝山内一豊より拝領）

長宗我部盛親書状　明神源八宛
（個人蔵）

柳瀬家年譜指出控（個人蔵）

旗指物　伝藤堂玄蕃良
重所用（常光寺蔵）

選
択
の
結
果
は
？

　盛親個人に仕えた側近中の側近（近
きん

習
じゅ

）で、終始側を離
れませんでした。盛親から他家への仕官を勧められますが、
二君に仕える意志はなく、また病気を患ったため帰国。
まもなく病死
しました。

　戦
いくさ

だけでなく、検地役人としても有能な地侍
でした。山内一豊に先んじて土佐に入国した山
内康豊に「武士か百姓か」の二者択一を迫られ、
国内鎮

ちん

撫
ぶ

役
やく

（西分御案内役）を勤めたのち、帰
農する道を選びました。願いは聞き届けられ、
早々に戸

へ

波
わ

（現土佐市）で領地を与えられます
が、地積は大幅に減らされました。

　五郎兵衛は、長宗我部氏の招きで土佐に来国
した元阿波国日和佐城主日

ひ

和
わ

佐
さご

権
んの

頭
かみ

のこと。盛
親に恩はあったもの
の、譜代の直臣では
なかったため、新国
主山内氏に地下役人
として仕える決断を
します。晩年赤岡浦
庄屋役を次男に譲り、
自身は日和佐に帰還
します。

　香美郡韮
にろ

生
う

郷
ごう

の地侍で、元
親・盛親２代に仕えました。
盛親改易に際しては軽挙を慎
み、新国主・山内一豊入国の
折には、武士を捨てる覚悟で
浦戸城に出

しゅ

仕
っし

。その結果、柳
やな

瀬
せ

村の名本（村役人）に任命
されました。

明神源八（郎）の場合

宮地五郎左衛門の場合

濱五郎兵衛の場合

柳瀬右兵衛の場合

盛親側近中の側近

お家草創期
からの家臣

中途採用の他国衆

実直な山間部の侍
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５
月
22
～
23
日
開
催
の
史
跡
め
ぐ
り
「
盛
親

と
遺
臣
た
ち
の
戦
い
の
軌
跡
を
た
ど
る
」
で

は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
八
尾
の
史

跡
の
一
部
を
訪
れ
る
よ
！

詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
!!

八尾合戦って？
　豊臣方と徳川方の最後の戦い
となった大坂夏の陣。長宗我部
軍は大坂城の南東、八尾で藤堂
高虎の軍と激突！藤堂軍をあと一
歩のところまで追い詰めながら
も勝利することができなかった
長宗我部軍は、大坂城へ引き上
げていきます｡
　そして、守備していた京橋口を
捨て、京都へ…。ここでは、八尾
周辺に残る長宗我部氏ゆかりの
地を紹介します。　　  （大黒）

平野

吉田内匠 VS
藤堂式部

木村重成 VS
井伊直孝
木村重成 VS
井伊直孝

長宗我部盛親 VS
藤堂高虎
長宗我部盛親 VS
藤堂高虎

長宗我部軍
進撃路

大阪城

淀川

天王寺

八尾

東
高
野
街
道

久宝寺久宝寺

もりちかくんとたどる
八尾合戦

藤堂軍の一員として戦場に出た弥
次兵衛くんはこんな旗指物を身に
つけていたんだって。（桑名家文書
「当家旌旗図」（部分）三重県蔵）

ぼくが案内
するよ！

藤堂軍と長宗我部軍がそ
の門前で激突したという
常光寺。境内には、多くの
藤堂軍の武将たちが眠っ
ている。

※軍の進撃路には諸説あります
※本図は概念図であり正確さを
　保証するものではありません

八
尾･

常
光
寺

「新堂森」と呼ばれる森があった場所。吉田
内
たくみ

匠が藤堂式
しき

部
ぶ

に地蔵堂の陰から槍で突きか
かり、逆に討ち取られたという「高塚地蔵」は
このあたりにあったとされる（現在は移転）。高塚地蔵

萱
かや

 振
ふり

絵図に描かれた八尾河原。豊臣方は赤字、徳川方は黒字
で記される。長宗我部軍に対峙する藤堂軍のなかに、な
んとかつての重臣である桑名弥次兵衛が…。藤堂軍の侍
大将となっていた桑名弥次兵衛が、かつての主と敵対し
たときはどんな気持ちだったのだろうか。
（「元和元年卯五月六日之陣備図」（部分）館蔵）

八
尾
河
原

八尾の西にある久宝寺。長宗我
部軍の本隊はここから進 撃し
ていった。「物見」（偵察）の兵
が隠れていたといわれる松をイ
メージして、今も松が植えられて
いる。

久き
ゅ
う

宝ほ
う

寺じ

長宗我部軍と藤堂軍が激突した場所。
現在は住宅地だけど、当時は一帯が大
きな砂洲だったんだ。現地に行ってみる
と、手前から奥に向かって坂道になって
いて、堤があったことが分かるよ。

豊臣方は赤字、
徳川方は黒字で
あらわされてるよ。
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２
日
限
り
の
民
具
大
博
物
館
in
奥
も
の
べ 　
　

物
部
が
民
具
で
熱
か
っ
た
！

　

平
成
26
年
11
月
８
・
９
日
の
２
日
間
、
香
美

市
物
部
町
大
栃
で
日
本
民
具
学
会
第
39
回
大
会

が
開
催
さ
れ
、
関
連
し
て
第
３
回
目
と
な
る
旧

大
栃
高
校
民
俗
資
料
一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し

た
。
学
会
は
約
150
名
、
高
校
の
入
場
者
は
約
250

名
に
達
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
究
者

や
関
心
あ
る
県
民
の
方
々
が
民
具
と
物
部
の
魅

力
を
満
喫
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
梅
野
）

第３回民俗資料一般公開の様子

神池地区
のかかし

日本民具学会会場となった奥物部ふれあいプラザ
初日はシンポジウム、２日目は研究発表が行なわれた

徳島県那賀町の太布織り技術も公開

大栃に現存する貴重な鍛冶屋の仕事場
山﨑誠文さんが鋸造りの工程を解説

物部町神池の伝統技術・フトイのゴザ編み
を山本茂平さんが披露

恒例の宗石玄太郎さんのオガ挽き
実演と体験は今回も好評だった

民具学会の一行は、打
刃物流通センターで鍛
造実演を見学した

物部に伝わる「いざなぎ流」の舞神楽を民具学会員の前
で公演。幻の神楽に一同感激！

シンポジウムのテーマは「民具で地域を再発見
―集められた民具が語る歴史・文化・人―」で、
民具を集めることの重要性を訴えた
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学芸員の机から
学
芸
員
の
机
か
ら

中
内
和
一
さ
ん
を
偲
ん
で

考
古

歴
史

民
俗

　

高
福
山
雪
蹊
寺
は
、
高
知
市
長
浜
に
あ
る
四
国
霊
場
第

三
十
三
番
札
所
で
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
す
。
こ
の

寺
は
慶
派
の
仏
像
の
宝
庫
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
は
寺

名
が
示
す
よ
う
に
長
宗
我
部
元
親
の
菩
提
寺
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
『
四
国

礼
霊
場
記
』
に
は
雪
蹊
寺
の
伽

藍
が
小
山
を
背
景
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
新

川
の
橋
を
渡
り
、
垣
根
に
囲
ま
れ
た
参
道
を
登
り
、
門
に
入

る
と
垣
根
に
囲
ま
れ
た
伽
藍
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
左
に
鎮

守
、
正
面
に
本
堂
、
右
奥
に
鐘
楼
、
さ
ら
に
正
面
奥
に
塀
に

囲
ま
れ
た
堂
や
庫
裡
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
伽
藍
の
一
部
が

元
真
言
系
の
伽
藍
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
伽
藍
配
置
は
現
在
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

場
所
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
伽
藍
が
あ
っ
た
場
所
は
、

東
隣
の
現
秦
神
社
が
あ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
明
治
期
の

廃
仏
毀
釈
で
、
寺
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
に
一
時
廃
寺

と
な
り
、
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
に
は
明
治
４

年
に
秦
神
社
が
創
建
さ
れ
、
そ
の
西
隣
に
は
現
在
の
高
知
市

立
長
浜
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
維
新
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
雪
蹊
寺
の
あ
る
場
所

に
な
り
ま
す
。
旧
境
内
地
は

民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
12
年
に

再
興
さ
れ
て
、
明
治
44
年
に

は
寺
域
を
拡
張
、
堂
宇
を
再

建
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ

に
、
神
社
も
寺
院
も
翻
弄
さ

れ
た
の
で
す
。
人
々
を
支
え

た
仏
像
や
元
親
像
な
ど
も
同

様
で
す
。　
（
岡
本
）

　

今
か
ら
15
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
長
宗
我
部
氏
関
連
の
特
別

展
を
開
催
中
に
、一
人
の
老
紳
士
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
に
っ

こ
り
と
微
笑
み
な
が
ら
、「
先
祖
の
霊
に
導
か
れ
て
観
に
来
ま

し
た
」
と
一
言
。
聞
け
ば
、
長
宗
我
部
盛
親
の
重
臣
中
内
惣

右
衛
門
の
ご
子
孫
と
の
こ
と
で
、
徳
島
市
在
住
の
方
で
し
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
お
会
い
し
、
お
家
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
私
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
が
、
惣
右
衛

門
没
後
よ
り
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
中
内
家
の

祭
事
に
つ
い
て
で
し
た
。
和
一
氏
の
先
祖
惣
右
衛
門
は
、
大

坂
夏
の
陣
に
お
い
て
主
君
盛
親
の
側
を
最
期
ま
で
離
れ
な

か
っ
た
重
臣
で
す
が
、
同
家
の
「
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

子
孫
は
阿
波
蜂
須
賀
家
に
仕
官
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
阿
波
中
内
家
で
は
、
旧
主
家
と
先
祖
の
弔

い
の
た
め
、
毎
年
庭
に
蓮
の
花
が
咲
く
頃
、
惣
右
衛
門
が
盛

親
よ
り
拝
領
し
た
「
鞍
」
や
、
長
宗
我
部
家
の
秘
宝
「
中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

姫ひ
め
（
六ろ

く

字じ

名み
ょ
う

号ご
う

）
曼ま

ん

陀だ

羅ら

」
な
ど
、
一
族
ゆ
か
り
の
品
を
床

の
間
に
並
べ
、
線
香
を
焚
き
供
養
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
私

も
一
度
だ
け
こ
の
祭
事
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、何
と
も
い
え
な
い
厳
か
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

和
一
氏
は
昨
年
逝
去
さ
れ
、
遺

言
に
よ
り
右
の
資
料
は
当
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
こ

れ
ま
で
同
家
で
続
け
ら
れ
て
き
た

祭
事
は
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ゆ
か
り
の
品
々
は
氏
の
想
い
と
と

も
に
当
館
の
収
蔵
庫
で
生
き
続
け

ま
す
。　
　
　
　
　
　

  （
野
本
）

　

も
う
20
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
四
万
十
川
の
漁
具
を

集
中
的
に
収
集
し
ま
し
た
。そ
の
間
、自
家
用
車
を
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
り
換
え
て
往
復
２
０
０
㎞
を
四
万
十
川
流
域
へ
通
い

ま
し
た
。
収
集
し
た
漁
具
は
２
０
０
点
弱
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
、
当
館
の
企
画
展
「
四
万
十
川　

漁
の
民
俗
誌
」
で
紹
介
し
、
四
万
十
川
流
域
の
巡
回
展
や
岡

山
県
立
博
物
館
の
「
平
成
25
年
度　

岡
山
・
高
知
文
化
交
流

事
業　

土
佐
の
水
と
く
ら
し
」
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
民
具
の
収
集
が
思
う
よ
う
に
は
か
ど
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
民
具
調
査
は
細
々
と
続
け
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
そ
の
一
件
、
髙
橋
宏
誼
さ
ん
の
「
唐
箕
屋
善
七
請

合
」
墨
書
銘
唐
箕
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
当
館
蔵
の
善
七
唐
箕

と
は
脚
の
位
置
等
の
形
態
が
異
な
り
、
善
七
の
仕
事
の
変
化

を
物
語
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
形
態
の
高
知
市
春
野
町
の
唐

箕
が
香
川
県
の
四
国
民
家
村
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

知
県
内
で
は
本
資
料
が
確
認
さ
れ
た
唯
一
の
事
例
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
唐
箕
は
、
土
佐
の
国
分
寺
で
髙
橋
さ
ん
が
数
年
前

ま
で
大
晦
日
に
お
接
待
し
て
い
た
蕎
麦
を
選
別
す
る
と
き
に
使
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
四

国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を

護
持
し
て
き
た
周
辺
農

家
の
信
仰
に
つ
い
て
物

語
る
貴
重
な
民
具
で
す
。

　

土
佐
に
生
き
て
き
た

人
々
の
暮
ら
し
や
知
恵

に
つ
い
て
民
具
が
語
る

声
を
聞
き
と
っ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
中
村
）

四
国
霊
場
第
三
十
三
番
雪
蹊
寺
と

廃
仏
毀
釈

民
具
は
語
る

現在の雪蹊寺

雲龍紋蒔絵鞍

髙橋宏誼さん御夫妻と唐箕 平成27年1月17日
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こ
れ
は
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
に
香

我
美
郡
槇
野
山
郷
別べ

符ふ

（
府
）
村
・
一い

ち

宇う

村

（
い
ず
れ
も
現
香
美
市
）
で
作
ら
れ
た
「
従

他
国
前
方
養
子
縁
貰
請
居
候
者
指
出
扣ひ

か
え

写
」。

な
ん
だ
か
随
分
長
く
て
や
や
こ
し
い
タ
イ
ト

ル
！
で
す
が
、
じ
っ
く
り
字
面
を
見
れ
ば
分

か
る
通
り
、
以
前
に
養
子
縁
組
や
婚
姻
に

よ
っ
て
他
国
か
ら
来
て
、
今
も
村
内
に
住
ん

で
い
る
者
の
リ
ス
ト
で
す
。
上
か
ら
の
命
令

で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
届
出
な
く
他
領
か
ら

移
住
し
て
い
る
者
が
６
人
い
た
と
し
て
、
村

役
人
や
番
所
役
人
が
そ
の
出
身
地
や
年
齢
、

移
住
年
な
ど
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
他
領
と
の
縁
組
が
禁
じ
ら

れ
て
い
た
と
記
す
史
料
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
史
料
を
見
て
い
る
と
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
資

料
が
作
ら
れ
た
別
符
村
・
一
宇
村
は
阿
波
国

と
の
国
境
。
６
人
の
出
身
地
は
５
人
が
阿
波

国
海
部
郡
木
頭
山
北
川
村
、
１
人
が
西
宇

村
（
い
ず
れ
も
現
徳
島
県
那
賀
町
）
の
出
身

と
、
い
ず
れ
も
阿
波
側
の
国
境
付
近
の
村
で

す
。
他
国
と
の
縁
組
は
、
土
佐
で
は
こ
れ
ま

で
史
料
上
あ
ま
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
国
境
付
近
で
は
人
や
物
の
往
来
も
日

常
的
に
あ
り
、
縁
組
も
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
６
人
、
無
届
け
の
ま

ま
長
い
年
月
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
番
の
古
株
は
百
姓
の
忠
吉
で
、
別
符
村
に

養
子
に
来
た
の
は
な
ん
と
36
年
前
。
庶
民
に

と
っ
て
は
、
書
類
上
の
手
続
き
よ
り
も
、
実

際
に
村
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
が
大
切

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。　
（
大
黒
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
育
ん
で
き
た
貴

重
な
文
化
財
を
紹
介
し
合
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た
高
知
・
岡
山
文
化
交
流
事
業
。

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
に

わ
た
っ
て
岡
山
県
立
博
物

館
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
そ
の
最
終
年
で
し

た
。

　

岡
山
か
ら
は
備
前
刀
や
備

前
焼
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
高
い
技

術
に
育
ま
れ
た
数
々
の
文
化
財
が
お

目
見
え
。
一
方
、
高
知
は
坂
本
龍
馬
や

四
万
十
川
の
漁
、
土
佐
和
紙
な
ど
を
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
交
流
事
業
の
最
後
を
飾
っ

た
の
は
長
宗
我
部
氏
と
宇
喜
多
氏
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
縁
の
深
い
戦
国
大
名

を
一
つ
の
展
示
会
の
な
か
で
同
時
に
取

り
上
げ
、
比
較
し
な
が
ら
楽
し
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
巡
回
展
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
両
館
が
同
じ
テ
ー

マ
で
展
示
を
行
な
っ

た
の
も
最
終
年
の
特

徴
。
そ
れ
ぞ
れ
の
館

の
特
色
、
展
示
担
当

者
の
個
性
も
反
映
さ

れ
て
い
た
の
で
は
？

　

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
だ
け
で

な
く
、
他
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、

理
解
を
深
め
る
の
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
。
今
回
の
交
流
事
業
は
そ
の
一
歩
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
（
大
黒
）

れきみんニュース

高
知
・
岡
山
文
化
交
流
事
業
　
終
幕
！

収
蔵
品
紹
介「従他国前方養子縁貰請居候者指出扣

ひかえ

写」
（西村家資料、館蔵）

土佐・阿波の国境付近図

岡山での開展式
  （１月16日）

一
宇

別
符
（
府
）

北
川

西
宇

土佐国
国境 阿波国
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岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
89
号

平
成
27
年
３
月
31
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

－

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

－

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
～
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
あ
り

観
覧
料　

通
常
期〔
常
設
展
〕大
人(

18
才
以
上)

　
　
　
　
　

460
円
・
団
体 (

20
人
以
上)

360
円

　
　
　
　
　
〔
特
別
展･

企
画
展
〕常
設
展
示
込
510
円

　
　
　
　
　

団
体(

20
人
以
上)

410
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手

帳
所
持
者
、療
育
手
帳･

身
体
障
害
者
手
帳

･

障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者
手
帳･

被
爆
者

健
康
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

平成27年 ４月以降の催し

講 演 会

展 示 解 説

ワクワクワーク

史跡めぐり

企画展

高知･岡山文化交流事業Ⅲ

『企画展 
田辺寿男の民俗写真４ 
たましいの四季』

『特別展 長宗我部氏と宇喜多氏 
－天下人に翻弄された戦国大名－』

『いざなぎ流の宇宙　
－神と人のものがたり－』

平成27年4月29日(水)～6月21日(日)
◦要予約･観覧料要

◦観覧料要

「盛親と遺臣たちの戦いの軌跡をたどる」
盛親最期の決戦地、八尾（歴史民俗資料館＋常光寺）をかわきりに、
大阪城や菩提寺蓮光寺（京都）を訪問するツアーです。全見学地とも
学芸員やご住職の解説付きです。定員30名（予定）

「藤堂高虎と長宗我部遺臣」講師：三重大学教授　藤田達生氏
5月16日(土）14:00～16:00

　　　　　　　５月３日(祝)・５日(祝)・３１日(日)
　　　　　　　６月７日(日)・２１日(日）
　　　　　　　14:00～15:00

5月3日(祝）10:00～12:00

5月22日(金）･23日(土）１泊２日

担当学芸員

大太刀(複製)に触ってみよう！  　※甲冑試着体験もできます

大坂夏の陣400年

長宗我部遺臣それぞれの選択

田辺寿男の写真集。モノクロ写
真約120点で高知県の人生儀礼
などの民俗を活写。
Ａ４変形版　158頁　1200円

ともに関ヶ原の戦いで敗北し、歴
史の表舞台から消え去った戦国大
名の足跡を、豊富な新史料によっ
てたどる。 
Ａ４版　112頁　1500円

香美市物部町に伝わる民間信仰・
いざなぎ流は全国的に注目されて
いる。平成９年に開催された企画
展の展示解説図録を12年ぶりに増
刷。
Ａ４版　160頁　1500円

増刷

展示替えのため昨年12月よ
り閉室していた長宗我部室が

3月1日よりご観覧いただけるようになりました。
ご不便をおかけいたしました。

お知らせ

バックナンバーのお知らせ

コーナー展

夏のコーナー展は恒例の芝居絵屏風。今年は宮本
武蔵を題材にした「花襷会稽掲布染」の１シーンを
描いた屏風など２点を展示予定です。お楽しみに！

深渕神社の芝居絵屏風
8月1日(金)～31日(月)

予告

３月28日（土）～４月19日（日）
３人の作家とのコラボレーション
吹きガラス 岡崎壮／ステンドグラス 宮崎武士／画 小出宣
１Fフリースペースにて
プレ｢東部博」写真展も同時開催　撮影：前田博史 ◦観覧料要

　５月16日(土）開催
※最新情報はHPに随時更新します。
☆翌17日(日)は、高知市長浜の若宮八幡宮で長宗我部まつりが開催されます｡

　　　　7月17日(金)～9月6日(日)
日本有数のフィギュアメーカー・海洋堂は、約２万点におよぶ生活用品や民
家のミニチュアコレクションを所蔵している。今回はこの中からいくつかの
テーマを選んで展示し、日本の伝統文化にふれてもらう。海洋堂のフィギュ
アもあわせて展示し、小さい物に対する日本人の感性を考える。

第六回 長宗我部フェス

企画展「小さいもの見～つけた! 海洋堂の
ニッポン・ミニチュアカタログ（仮称）」予告

屏
風「
花
襷
会
稽
掲
布
染
」

（
深
渕
神
社
蔵
）

５月３日（祝）歴民の日
観覧料は無料です ◦様々な催しを開催します


